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（青翔中学校 HP） 

真剣に取り組む経験 

校長 赤松 政彦 

先月の５月２９日（金）、第 18 回体育大会を開催することができました。1 日延期して雨

は回避できましたが、強風と寒さに耐えながらの競技となりました。平日にもかかわらず、

多くの保護者や地域のみなさまにご来場いただいたこと、心より感謝申し上げます。たくさ

んの声援を励みにして、生徒たちは真剣に全力で競技に取り組んでいたと思います。 

さて、６月６日（土）を皮切りに、３週に渡って東胆振中体連大会が開催されました。ど

の競技会場に行っても声援や拍手が響きわたり、中体連独特の緊張感や熱気ある雰囲気に満

ちていました。部活動の地域展開が進み、学校以外の出場チームも年々増えている中、勝利

の喜びを仲間と分かち合う姿や敗退に肩を落として涙を流す姿は、変わることなく見られた

光景でした。 

 勝敗に関係なく、本校の生徒にも他校の生徒にも共通していたのは、競技に真剣に取り組

む姿があったことです。真剣に取り組んでいるからこそ、涙があふれるくらいに喜びや悔し

さで心がいっぱいになるのだと思います。 

 勝利した多くの選手は成就感や達成感、仲間との連帯感を体験します。成功体験は次への

挑戦のエネルギーになります。一方、敗退した多くの選手は悔しい気持ちだけで終わるので

はなく、自分の課題や次にやるべきことを見つけて成長につなげることができます。これら

の経験はスポーツの世界だけではありません。文化系の部活動のコンクールや発表会、習い

事の活動等、真剣に取り組む環境は他にもたくさんあります。 

 中学生という多感で成長著しい時期に、何かに「真剣に取り組む」という経験は、この後

の長い人生の様々な場面で、きっと良い影響を与えるはずです。例えば何かに興味をもった

り目標に向かって努力したりする時、真剣に取り組む心地よさを知る人は物事を投げ出さず

にやり遂げることができます。時には仕事等で（使命感として）真剣に取り組まなければな

らないことに出会うかもしれません。良い経験を重ねた人は緊張や重圧（プレッシャー）等

に耐え、ねばり強く乗り越えることができます。中学生のみなさんには、少しでも多くの「真

剣に取り組む経験」を積み重ね、自律した人になってほしいと願っています。 

 1学期も残すところ約 1か月となりました。来月は学年ごとの参観日、 

2年生の宿泊研修もあります。引き続き本校の教育活動へのご理解と 

ご協力をお願い申し上げます。 



１５日（水）参観日（１年生） 

      宿泊研修（２年生） 

１６日（木）宿泊研修回復休（２年生） 

２１日（火）校内研修 

２２日（水）通知表配付 大掃除 

２３日（木）終業式

２７日（月）諸費引落日 

      ３年生三者懇談（～７月３１）

日） 

２日（木）交通安全教室（１年生） 

いじめ問題子どもサミット 

７日（火）参観日（２年生、１０組） 

８日（水）常任委員会 

９日（木）全協 防犯教室（１年生） 

１０日（金）漢字検定 

１４日（火）参観日（３年生） 

      宿泊研修（２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□５月２９日（金） 体育大会の様子 

  

 

  

いじめに関するアンケートの結果について 
 ５月に「いじめ悩み調査」を行いました。これは、本校の学校いじめ防止基本方針にもある、 

「いじめの未然防止・早期発見・早期対応のための取組」として行っています。 

 結果は、全校で２４件をいじめとして認知し、生徒指導主事を中心に組織的な対応を行いました。

なお、いじめ以外でも日頃の悩みも多く、新年度の不安定さが現れた形でした。今後も定期的な調査

や面談、学年の教師を中心とした日常の観察を行っていきます。 


